
ぐ
ん
ぐ
ん
附
れ
上
が
り、
午

削九時すぎ
に
は、
英
つ
官

な秋
の
笠
が

広
が
っ
た。
そ
ん
な
中
で
聞
か
れ
た
金
丸一

元間総
割、
田
辺
社
会

党剛

容器と
金

日成主
席
と
の
金
融。
強
制
撃
を
通
じ
て、

ぎく
しゃ

く
し
た
附係
そ鶴
廿
て
きた
臼
窓
と

訪朝鮮が

胸襟を
聞
い
て
陪
し
合

ぃ、
新
し
い時代
を
迎え
る製
機と
な
っ
た
だ
ろう
か。

（平線H芥よ実子 、富田蹴一h記者）

富
士
山
丸
船
長
ら
近
く
釈
放

朝鮮
民
主
主
綴γ
人
民
共
和
国
（

北朝鮮）
の

品川跡
地、
妙
谷
山
は
二

十
六
日
朝、
淡

い錫
に
包
ま
れ
た。
が、
日

が高く
な
る
に
つ
れ
て、

血

色

よ

く

終

始

ソ

A
最
高
指
導
者
V
「
歓
迎
し
ま

す。
訪
れ
て
く
れ
て
あ

灼が
と
う」

音壁
即

の究、

田
辺

一践

を
迎
え
て
の
知一
回
は、
低
く、
太

い
声
だっ
た。
第二
次
世
界
大
戦中

か
ら
の
抗
日
パ
ル
チ
ザ
ン

迎勘
の
闘

士。
北
朝
鮮
盟
国
の
立
役
者
で
あ

り、
朝
鮮
戦
争
を
指
導。
そ
の
後

は、
「
南
北
統
こ

の旗
を
掲
げ、

中
国
と
ソ
巡
と
い
う
大
固
に
挟
ま
れ

な
が
ら、
北
朝鮮
を
惑
い
て
き
た。

そ
の
動

的は
ペ
l
ル
に
包
ま
れ、
時

に
は

「舘紺悦」
や
「
苑
亡
脱」
が

流
れ
た
こ
と
さ
え
あ
る。

だ
が、
そ
ん
な
経
歴
の
盟
々
し
さ

は、
見
た
自
に
は
感
じ
ら
れ
な
い。

会

融制刷
所
で

ある
妙
香
山
会
臨
場
の

玄閲
ホ
l
ル
に
裂
を
凡
せ
た
金
主
仰

は、
間
約
闘
が
踏
め
掛
けて
い
る
の

を
見
る
と、
に
こ
や
か
に、
ゆ
っ
く

り
と
手
そ
仮
っ
た。
政
紺
の
背
広
に

瓜
っ
ぽ
い
ネ
ク
タ
イ。
金
ぷ
ち
の
メ

ガ
ネ
の
耐火の
大
き
な
臨
（
ひ
と
み）

が
印

鋭的だ。

血
色
は
良
く、
足
取
り
も確
か
で

七
十
八
般と
は思
え
ぬ
元
気
さ。
ホ

ー
ル
か
ら
会
談
場
ま
で
の
数
十
メ
l

ろ、
金
主
席
は
「
朝
鮮
に
ん
じ
ん
の

ト
ル
の
廊
下

そ自

ら案内し、
時
に

お
か
ゆ
と

朝鮮に
ん
じ
ん

の漬物が

は、
二
歳年
下
の

金丸民の
服
に
そ
私
の
公
開の
も
と
で
は
な
い
か」
と

っ
と
手
を
回
し
て、
い
た
わ
る
よ
う

答
え
た
と
い
う。

な
しぐ
さ
も
見
せ
た。

AガlドV
そん
な
金主
席自身

金
主
席
の
健
在
ぶ
り
に
「
元
気
だ
の
ソフ
トム
ー
ド
と
は
裏腹
に、
妙

し、
括

し声

も大き
い
し」
と

鎌い

容
山
で

の会
献
が
決
ま
る
ま
で
の
い

た
金

丸氏
が、
会
慨
後
の
似
迎
位
食

きさ
つ
に
は、
自
民、
社

全刷

銘代

会
で、
そ
の
コ
ツ
を
尋
ね
た
と
と

裂回
と
も
戸
惑
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ

歓迎昼食会で金目威主席の長寿を祈って

舵杯する金丸元JIU総理（le）と金主席=26日午前、北朝鮮・妙笹山討会協紛で フ

ト
金主
席

た
よう
だ。
「
団
長
さ
ん
だ
貯
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
が、
今
腕、

列阻
で

出指
し
て

い
た
だ

きま
す」
。
金
丸

民が

北朝

鮮
側
か
ら、

馨
山
行
き
そ
知

金C

れ
た
の
は、
二
十
五
日昼
過
ぎ
だっ

た。
が、
他
の
回
日
に
は
ほ
と
ん
ど

知

ら注
れ
ず、
同
行
の
問

者団
に
も

ご
泊
で
き
る
削
仰
を
し
て
下
さ

い。
速
く
へ
行
き
ま
す」
と
の

巡絡

が
あっ
た
だ
け。

金
主
席
に
闘
する
情
報
の
ガ
ー
ド

は、

妙持山
で
は
さ
ら
に

微出
し
て

い
た。

二十六
日
午

現時
す
ぎ
一

対米

関

係
の

一
音
で
は
距
厳

重

芝
い
と
思
っ
て一
日

間
の
国
交
の
問
胞
を
任
せ
て
い
一
対
除

霊
位
へ
の

援
を
示
した

索、

里
震
が

患
と
の会』

一
い
る。
関
心

客
せ
て
い
る
の
は
臼一
い
の
か
と
い

告
が
あ
る。

一

震に

ご
の

翌
騒
が
あ
る。

慨
に
臨
むた
め
に

露
け
た
あ
と
斗

改

善

も

意

識

す
だ。

襲

撃
廿入
れ

留
で、一

霊

感

M

引
l十
知
的
に
奮
し
く、
ソ
述、

患

残
さ
れ
た
他
の
国
会

費
は
口
々礼一
中
嶋

護
東京
外
語
大
教
担一
会主
席
が
「

警
製
造
す
る
経

勇一

ヵソ…ド
イ
」
引
と

重
し
つ
つ
あ
る
中、
あ
る

「
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
な
る
の
だ
全
（
間
際
関
係
愉）
の

；
使
や

す
な
ど
と
ま
で
白
う
の
は

支一

日

本
に

接
近

一
駅
バ
ラ
ン
ス

雪
働
か
せ、
臼

う」 。主席への
護
簡の
童
話－
E
闘世は 、
世界か
量一
間襲
撃
議してのジェスチ一
渡辺
利夫東工大
護（開発一士山丸
盟
嘉える
畿大凶・

も分
か
らず、
途
豆
し閉
開
発朝鮮
が、
西側協一ャー
だ
ろう。

一
経済学）
の話
器官士
山

商一
日

産近づ
い
て
き
た
と

雪。
し

氏

定

詰
た。

一
界
の
情
報

告
組
み
込
ま
れ
る
こ
一

も
っ
と
も今
回

露

関

は一
組
の
解
決
の

香
が
つ
か
め
た
ζ
と
一
か
し、

習

潔
を
改

苦

手

4

会
一
室
長
v

E
察
す
る。

北朝
鮮
の
人
々
は

百
落

差
峡
し

宅
金
丸
・

量一
は

援
し
い。

北朝
鮮
の

援

護

玄
ほ
ど、
国

歪

花
の
方
向

謡

｝

約一
時
間
半。
会一
が、
日
本
の

思

議
の
よ
う
に
臨一

簡
で、
適
切
ナ

掻
で
も
な
い
の

亨、

政
府間

躍
に

製
を
つ

定一
的
に～

奮
する
こ
と
に
な
り、

北朝

ち
臨場
内
の
別
箆
三
史
的
なと
と
だ。

諸
接、
ソ
連一
に
「
中
高

去
を
到っ
て
出る一
金
丸
氏
の
政
治
的
ア
プロ
ー
チ
諒一
鮮
の
正
饗
そ
の
も
の
が
摺
ら
ぐ可

畠

hl

待

謡えた
代
き
は
頼
り
に
な

字、
中
国
か
ら

寒一
よ
う
な
外
交
セ
ン
ス
の
金

設
に、
一
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ。

詣
鮮が
一
能
性
が
あ
る。

＝
7
列

団
の
と
こ
ろ
に、

ゆ
付

金
主
席
と
と
も
に

さ

響
下
げ、
そっ
と

星

第
か
が
で
し
ょ
うか
」
。

代
歯
の中一

・

一
倍
と
経
済協

定
ど
う
影

響
る
か

乞
金
丸、

愚両氏
さえ
た。

に
は、

喜一時
す
ぎに
罰
笠

ヘ

目

心
一
を

号、
5
5
2

恥
応

援
っ
て
妻。
そ
の瞬間、
静
ま
り返っ
て
い
た

が

き
て
か
ら余

震
沢一

系

封

勝
一

3

8
5
ミ

餅
砂
金
丸
氏
は、

寝

袋
担
割れ
主
義
拍
手

g

g付
い
た
人
もい
た
ほ
ど
だ。一

け

を
ー

一
北朝

富
詳
し
い
あ
る
南

町

切

が
紅
潮
し、

患
っ
た。
代
表
団
の
だ
れ
し
も
が、
日

議
後

患
者
会
見
で

支

援一

一

期

を

晶

一家
は
「
日
朝
の
奪

襲

撃

連

撲
が
に
じ
ん
で

閣の「
ト
ゲ」
と
なっ
て
い
た

で

宣

言

語rd

e一
一
回

早

川
一
ぬの
平
和
の
た
め
に
も
よ
い
と
定

自
制

い
る。

技
士
山
丸
出
が
解
決
に
向
か
つ

く
れ
と
し
て
で

芝
こ
と
を、

悲一

司

墾

巨

国

一
が、
金

議

閣が
北
朝鮮
を

思

1
1

2
は、

ご
と
と
そ

細

管
た
の
だ
ろ
う。

議

撮
っ
て
い
る。

仰を
鹿一

帯

彰

韓一
芸
の

言

語し、
南
北
m
解

剖校

長田
の
機
会
を

と
の
あと、
さら
に
別
の
部
屋
で

お一
ペ
ー
ジ
を
作
るこ
と
が
で
き一
．
1

1
』

一
の
平
和
失
芝
賓ず
る
議
議

3

去、
「
長
時

間か
れ
た

護
食会
で、
金
主
席
た」
と、

標
高
ぶ

言
論一
【ソ
ウ
ル一一
土
谷H
小
田
川
特一
を
つ
く
ら
な
廿
語、

奈
の

口
日

間、

曜
と

揺

は
代

置
の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り、
一

え
か
ね
る

撃。

一

派員】

究一

面
総
理、

盟
社
会一

義

語
れ
る」
と

請
し
て
い

イ

司

が
で
き
た
と
と

人
ひ
と

2

援
を
沼
ね
る
と
い
う

一方
、
こ
れ
ま
で
日

間
の

程一

議
室
長
と

都
民
主

義
人
民一
る。

斗
d

は、
非
常
に
光
栄

サー
ビ
ス
ぷ
り。
終
わ
っ
て
金
丸氏

の
泡

等
り
制
げ
て
きた
社
会

誌一
共
和
国
（
北

懇

話
金
白

壁
m
一

白
l
i
l
i
－
－

ー

の引
で、
日
本
固に
と

が
「
あ
り
が
と
う」
と
揺
り
か
け
る

雷

握
、
金

書
と
金
主
席
の
出
一
と
の
初
の
会
践
に
つ
い
て、

替
の一
国
連
平
和
協
力
法
案

棺作伊
つ
で
も、
う
れ
し
と、
志
の
方と
そ
あ
り
が
と
う
つ

会い
に
見せ
婦を
務
わ
れ
た
せ
い
も一
テ
レ
ビ
はこ
土ハ
日
夕
方
か
ら、
ト一

金MD一
い
会械だっ
た
と

が、

臼
請
を
さ
ら
に驚か
せ
る

あっ
て
か、

護
霊
語源
つ一ッ
プニュース
と
し
て
議。
簡一
中
山
外
相
が
説
明

建巴ま
す。
貌
出来務
が
こ
の
あ
とは起きた。
底
た。
m
芸品で、
金丸
氏
と
金主一
各紙も二十七日
付削刊
震
で、一

比
外相

と

会政

々
の
側
か
ら
拙
挺
し
た

盟に
も十

食
会
そ
終
え
て

史
民
が
柑舎
で
く

仰
の

雲
般
の
テ
1
マ
に
つ
い
て
即

日本
と

諸
鮮
が
「
新た
な附

壁一

【

ニ

ュー
ヨ
ー
ク
二
十六
日
H
本

二
分
に
と型
響
い
た
だ
い
た。
泣
つ
ろ
い
で
い
る
と、
突
然、
金
容
浮
か
れ
た
里
氏
は
「
知
ら
な
い。
ぃ一
樹立」
など一
面
で大
き
く
号、一
回
記
書
中
山
外
相は
二
十
六
日
午

げ
る
よ
う
な
思
い
で
す。
めり
が
と

笛
田が
簡。

室
率一
人
志
い
と
も
恐
い
と
も
い
え
な
い」
と、一
高
い
思
案
し
た。

一
前
（
昼
時
間
臼
夜）
、
国
諾

う
と
さ
い
ま
し
た」
と
間
る
と
お

話し
た
い
と
宙っ
て
い
る
が、
い

議長
な
かっ
た。

一
有力
紙

謀

長
は一
而ト一
で、
フ
ィ
リピ
ン
の
マ
ン
ダラ
プス

ッ
プ
で
「
日l北総（
和協）、一
外
相
と
約四十五分間会
慨
し
た。

新
し
い
友好
関係
に
合
部」
と
槻
じ一
中山
外
相
は、
政
府
が
策
定
中
の間

た。
輯回日
報
も
「
北
韓、
Mm民
地一
巡
早
和
協
力
法
挺に
つ
い
て、
①
国

支
配
に
対
す
る
制棚
田と
賠
償
で
名
古
諜
鵠
に
滋
づ
い
て
密以
を
源
域
す

見
せ

場

奪
わ

れ

複
雑
田

辺

氏

対米関係の改善も意識　朝日新聞-1990.09.27


